
春の学生健康診断が無事に終了しました !! 

 

新入生および在学生の皆さん、ご入学やご進学おめでとうございます。 

新学期早々の実施でしたが、4 月 5 日からの学生健康診断の全日程が終了いたしました。 

今年は天候に恵まれず、雨や風の強い中での健診日もありましたが、無事に終了できました。 

学生の皆さんのご協力に感謝申し上げます。 

 

今回の健診では総計 4,648 人が受診し、受診率は 86.9％でした。コロナ禍以降の受診率

と比較し、まずまずの数値でした（表１）。一方、約 700 人は受診されませんでした。    

教育実習の際に、健康診断の結果や麻しんワクチンの接種状況もしくは抗体価の提出を 

求められる場合があります。無症状の病気が見つかることもあります。他学では肺結核や 

気胸が見つかったこともありました。学生の皆さんは、ぜひ、次年度以降も春の健康診断を

きちんと受けていただきたいと思います。 

表１ 年度別の健診受診率 

年度 受診率（％） 

R2（2020） 92.7 

R3（2021） 91.0 

R4（2022） 89.0 

R5（2023） 86.5 

R6（2024） 86.9 

 

令和 6 年は 5 月 13 日（月）からの健康診断結果の自動発行を見込んでいます。実習等で

健康診断書が必要な方は、保健管理センター内の自動発行機での発行をお願いいたします。 

尚、何らかの異常が見つかり、精密検査や治療が必要な方は自動発行ができませんので、

窓口までお問い合わせください。もし、今回の 4 月の健診を受けらなかった方で、実習等に

際して健康診断書が必要な場合は、早めに外部の医療機関への受診をおすすめいたします 

 

ここからは、新入学時に提出する麻しん抗体検査と麻しんの国内状況について、お話しま

す。皆さんもニュース等で見聞きしたと思いますが、2024 年 3 月に日本国内で麻しんの  

感染例が相次いで報告されました。麻しんは、「はしか」とも呼ばれ、約 10 日～12 日間の

潜伏期の後、発熱・のどの痛み・咳・眼の充血などの症状があり、一旦解熱後に再び高熱と

全身の発疹をともなうウィルス感染症の一つです。ウィルス性肺炎や細菌の重複感染（特に

中耳炎）を併発して重症化したり、1000 人に 1 人程度は脳炎を発症することがあります。

また、先進国でも 1000 人に 1 人程度の死亡率であることも報告されています。 



2024 年 3 月末までに報告された約 20 名のうち、13 名は海外渡航歴があり、うち 8 名は

同じ航空機を利用していました。また、約半数（10 名）は 20 歳代でした。麻しんは空気 

感染するため、感染力の強さがうかがわれます。実は東京都の報告では、昨年も新幹線内 

での感染事例がありました。通常、感染力には感染様式が大きく影響するため、空気感染＞

飛沫感染＞接触感染の順に感染力が大きいとされています。麻しん・結核・水ぼうそう  

（水痘）の３つは空気感染するため、感染力が非常に強いことが知られており、コロナや 

インフルエンザ（飛沫感染）よりも感染しやすく、注意が必要です。一方、麻しんはワクチ

ン接種により、1 回接種で 93～95％以上、2 回接種で 97～99％以上の免疫獲得が期待され

ます。そのため、本学は教育実習に備えて入学時に麻しんワクチン接種歴や抗体検査結果を

確認しています。おおむね 24 歳から 51 歳までの方はワクチン接種が 1～2 回、52 歳以上

は未接種（０回）に該当するため、注意が必要な世代です（表２）。 

表２ 生まれた日別の麻しんワクチンの接種状況 

生年月日 ワクチン接種回数 2024/4/22 現在の年齢 

2000 年 4 月 2 日以降 2 回 ～23 歳#1 

1990 年 4 月 2 日～2000 年 4 月 1 日 1～2 回 24 歳～33 歳#2 

1972 年 10 月 1 日～1990 年 4 月 1 日 1 回 34 歳～51 歳 

1972 年 9 月 30 日以前 0 回 52 歳#3～ 

#1 ： 24 歳の一部を含む（2000/4/2～2000/4/22 生まれの 24 歳の方） 

#2 ： 34 歳の一部を含む（1990/4/2～1990/4/22 生まれの 34 歳の方） 

#3 ： 51 歳の一部を含む（1972/4/23～1972/9/30 生まれの 51 歳の方） 

 

現在の日本は麻しん排除認定国ですが、コロナ禍後の国々間の移動が活発になると、輸入

感染症事例が増えると予想されます。麻しんは免疫のない方が感染した場合、100％発症 

すると考えられるため、排除状態を維持するためにも予防接種は大切です。このような背景

から、学校教育に関わる本学の皆さんには、入学時の麻しんに関わる書類の提出にご協力を

お願いしています。 

 

最後に、新学期が始まったばかりで不安や戸惑うことも多い日々かと思います。健康管理

センターには学生や教職員の皆さんの心と体の不安、またはお悩みの相談にいつでも応じ

られる医師や看護師、カウンセラーが在駐しています。もし、何か困りごとがある時は、  

遠慮せずに窓口までご相談ください。不安や悩みの解消につながるようにサポートします

のでお気軽にお声かけください。 

2024 年 4 月 22 日 

保健管理センター  

内科医  平山 哲  
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